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【取り組み①】女性の視点を活かした分かりやすい情報発信 

【取り組み方針】  女性モニター（社外）の活用や、女性社員の声の反映などを通じて、説明資料等のコンテンツ  
           をより分かりやすいものに改良していく。 
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※女性モニターの概要 
・今回は試験的な取り組みとして、10名程度で実施 

・今後、福島在住や福島出身の女性の参画を予定 

依頼 

【主なご要望】 女性の視点から分かりやすい情報提供を行うべき。女性の声を聴く仕組みの構築を。  

福島評議会 

上記の取り組みに加え、福島の地元の女性が多く参加される会合などを通じて、情報発信コンテンツの改善

についてご意見をお伺いし、さらなる改善を図っていく。 

 

http://www.meti.go.jp/
http://www.tepco.co.jp/index-j.html
http://www.meti.go.jp/
http://www.tepco.co.jp/index-j.html


（参考） 女性モニター調査結果（その１） 

廃炉ロードマップのページに関する改善点のまとめ 

 

＊全体の大枠の説明が必要 

＊色等を駆使し、過去、現在、未来の話をきちんと分けるべき 

＊過去、現在、未来を整理した上で、「いま」の状況を示すべき 

＊読み解くのが苦手な人もいる「表」を多用しない 

＊専門用語を使う場合は、都度、簡単な説明があると良い 

  女性モニター（約１０名）調査結果の概要 

•提示した資料内容について、“印象”、“理解度”、“不明点”、“改善点の把握”の4つの観点で聞き取り 

•参考資料１『廃炉・汚染水対策の現状と対策について（案）』のようなイメージの資料を対象に実施 
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  具体的なケースの紹介（廃炉ロードマップ） 

＜主なコメント＞ 
•専門家への説明資料のように感じる 
•一部の写真から不快な気分になる（当時を思い出すなど） 
•『廃炉に関する取組』の資料の方は、全く頭に入ってこない                    など 



（参考） 女性モニター調査結果（その２） 

 今回の女性モニターの調査結果から得られた、「分かりやすい」資料作成の方向性 

■「分かりやすい」資料作成に向けた主なポイント 
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  資料冒頭で伝えたい事項を整理して記載する 
  資料の構成や大枠での全体の流れを説明し、その後、詳細を説明する 
  難しい熟語は避け、使い慣れた言葉を使用する 
 「イラスト」や「漫画」などで、視覚的に理解できるような工夫をする 
 「文字量が多い」「色やフォント、写真等に統一感がない」などは避ける 
  専門用語を使う場合には、「簡単な説明」を付記する 
  イラストなどを使用する場合は、説明する内容との関連付けに気を配る 
  各ページ毎に伝えたいことが分かるよう、“強弱”をつけて記載する        

 今回の女性モニター調査結果も参考にしながら、今後、国と調整・協働により、分かりやすい 
資料等を作成していく。 

 
 各委員のご意見や、福島の女性の方々のご意見等も積極的に取り入れ、よりよい成果物の制作、

およびそれを使った理解醸成活動を行う。なお、説明資等の見直し・改善にとどまらず、対話 
の機会を設けて丁寧な説明を心掛ける。 



【取り組み②】次世代を担う子どもたちに向けた情報発信 4 
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【取り組み方針】 学校の先生方と連携して、授業でも使っていただけるような分かりやすい副読本を製作する。         

【主なご要望】 中高生にも分かるような情報提供をすべき。子どもたちにも科学の知識の大切さを教えてほしい。 

（参考） 当社は、原子力事故の記憶と記録を残し、社内外に伝えていく社会的責任があり、二度と事故を起こさないとの誓いの下、 
     「福島原子力事故・廃炉資料館（仮称）」 の設立を、現在の避難指示区域内を念頭に検討・実施していく。 

http://www.meti.go.jp/
http://www.tepco.co.jp/index-j.html
http://www.meti.go.jp/
http://www.tepco.co.jp/index-j.html


【取り組み③】事故・トラブル等発生時における迅速・的確な公表 

 

区分 
 

考え方 
 

公表方法・タイミング 

 

区分A 
・冷温停止状態の維持に影響を与えるもの 
・周辺環境への影響が考えられるもの 
・重大な人身災害（大量な放射線被ばくなど） 

 
報道関係者への一斉メールで公表するとともに、緊急記者会見で説明。 

 

区分Ｂ 
・冷温停止状態の維持に影響を与える可能性があるもの 
・周辺環境への影響の可能性が排除できないもの 
・社会的に重大な関心があるもの 等 

 

報道関係者への一斉メールで公表するとともに、定例会見で説明。必要に

応じて臨時会見を実施。 

 

区分C 
・発電所施設運営に軽度な影響を与えるもの 
・社会的に大きな関心のあるもの 等 

 

報道関係者への一斉メールで公表するとともに、定例会見で説明。 

 

区分Ｄ 
・発電所施設運営に軽度な影響を与えるもの 
・社会的に関心のあるもの 等 

 

定例会見で説明。必要に応じて、報道関係者への一斉メールで公表。 

 

区分Ｅ 
・発電所施設運営に係る設備のごく軽度な故障 
・計画作業、操作 等 

 

 

定例会見で説明。 

事故・トラブル等発生時の公表方法、タイミング 
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※運用実績や社会的関心の状況等をふまえ、適宜必要な見直しを実施。 

高 
 ←

 

重 

要 

度 →
 

 

低  

【取り組み方針】 
福島第一原子力発電所における事故・トラブル等発生時の迅速・的確な通報連絡および公表対応を目的に、
県内自治体とも協議し 「通報基準と公表方法」を定め、H25年9月より運用を開始。 
重要度（区分A〔高〕～区分E〔低〕）に応じた公表を行う。重要度が高いトラブルは、速やかに公表するとともに
休日・夜間を問わず緊急記者会見を実施する。  

【主なご要望】 事象があったときにすぐにプレス発表を行うべき。  
          トラブル情報の重要度が判断できるように改善を図るべき。  



【取り組み④】海外への情報発信力の強化 6 
【主なご要望】 資料の多言語化により国際的に分かりやすい情報提供を行うべき。 
           海外メディアに取りあげてもらう工夫をするべき。 

【取り組み方針】 海外諸国から関心が寄せられる事項に対して、正しく、タイムリーに発信するべく、以下の 
           様々なアプローチによる情報発信強化・改善を実施中。 
①リスクコミュニケーターによる各国大使館への説明  ②ホームページにてタイムリーな動画配信 
③ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上に汚染水対策の専用ページ開設 ④ｿｰｼｬﾙﾈｯﾄﾜｰｷﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽでの情報発信，ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝ配信 

③ 

④ 

② ① 



【取り組み⑤】作業員とのコミュニケーション 7 

  電子情報掲示板の設置事例（福島第一） 

電子情報掲示板等で、発電所のトピックスや構内の 

   放射線量マップなどを周知（4/8現在、同提示版は構内に８台） 

緊急時メッセージ発信機能（津波・地震）も有り 

作業員アンケート結果の声を反映 

＜入退域管理棟 バス待合所＞ 

主な取り組み内容 

主な改善内容 

電子情報掲示板やポスター等各ツールの特性に適した 

 コンテンツの改良、および内容の充実。 

設置・設置箇所の見直し など 
  

【取り組み方針】多くの社員・協力企業作業員の目に触れる場所への電子情報掲示板やポスターの設置等により 
          情報提供を拡充する。また、トラブル等が発生した際は、電子情報掲示板に概要を速やかに掲載 
          し、作業員と情報を共有する。 

【主なご要望】 作業員から伝わる情報と政府・東電から提供される情報との整合性を図るべき。 
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